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か、その後の資料を駆使したアンダーソン（Anderson, M.S.）の著作 2 が総括的な研究である。





ー（Miller, W.）の研究 5 が古典的名著である。紙幅の関係から、本稿では東方問題に関する
詳細な研究史ついては省略する。先行研究については、拙稿を参照されたい 6。
1830 年代のバルカン半島
















ル 1 世（ПётрⅠ在位 1682−1725）の時代に黒海、バルカン半島へと向かう南下政策を打ち







リスト教徒がロシア軍に参加する可能性を探らせている 7。第 1 次露土戦争はロシアの勝利に
終わり、1774 年のクチュク・カイナルジャ条約によって、ロシアはオスマン帝国内のキリス
ト教徒に対する正式な保護権を獲得し、バルカンへの影響力を強めることになった。さらに
第 2 次露土戦争直前の 1782 年には、エカチェリーナはオーストリアのヨーゼフ 2 世（Josef
















に始まったギリシア独立戦争であるが、第 2 節に述べるように、ロシアはすでに 1804 年のセ
ルビア蜂起に際して、セルビア人側の要請もあり干渉を開始していた。
第 2 節　セルビア蜂起




















軍隊を撤退させた。オスマン帝国との戦いが継続していたセルビアでは、1813 年 7 月以降オ
スマン軍の攻勢が激化し、10 月、オスマン軍のベオグラード入城でついに第 1 次セルビア蜂
起は鎮圧された。しかし蜂起に参加したセルビア人に対する報復が始まると、1815 年、ミロ




































































うものである 17。これに基づきロシアは単独で 26 年３月、①ドナウ両公国を 1821 年以前の状
態に戻す、②拘束されているセルビア人使節 18 を解放し、ブカレスト条約に則って交渉を行
うことを最後通牒としてオスマン政府に提出した 19。国内が混乱していたオスマン側はこれを
受け入れ、26 年 10 月、両国はアッケルマン条約を締結した。
　一方ギリシア問題に関しては、4 月 4 日の英露間の議定書を他の列強にも公表して賛同を求
























　エディルネ講和条約によってオスマン政府は、ギリシアに関して 1827 年 7 月のロンドン条














　1831 年末から 32 年にかけてエジプト軍がアッカ地方、小アジアに侵入すると、驚いたスル
タンは列強に救援を求めた。これに応じて直ちに行動に出たのは、1829 年のエディルネ条約























　1844 年 3 月、ニコライ１世はメッテルニッヒと会談したが、ロシアの野心に不信感を抱く
メッテルニッヒは、ニコライの望む調整には消極的であった。しかし 6 月にロンドンを訪れ









　1848 年になると、ヨーロッパではパリの 2 月革命が導火線となり各地で革命が勃発した。
憲法制定と言論の自由を求める革命は、ウィーンそしてベルリンにも波及し、オーストリア





















































　1843 年 11 月、この時期未だオスマン帝国支配下にあったテッサリア、イピロス、マケド
ニアからのギリシア人も参加して議会が開かれ、憲法が制定された。1844 年から 47 年まで首
相を務めたコレッティス（Κωε'ττης, Ι.）の主唱する領土拡大政策（「メガリ・イデア」）は、



















で制定した。ロシアの保護下にあってモルドヴァでは、公ストゥルザ（Strudza, M.）の 15 年
に及ぶ統治の期間に都市の衛生設備の整備が進み、警察の創設や農民の利益の保護など社会
改革が進んだ。教育制度も進展し、多数の青年がフランスなど海外留学に派遣された。ワラ





























　ブルガリア人がロシア軍に義勇兵として参加したのは、1768 年から 74 年の露土戦争まで遡
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る。エカチェリーナ 2 世の命を受けてバルカン半島に派遣されたカラジンの働きで、300 人か







































　第 2 の動きとして、1830 年代から 1851 年までブルガリア北西部で断続的に発生した農民反






人に与えた。1834 年末から 35 年初めにかけてベルコヴォ、ピロト、ベログラチックなど 16
村の農民が立ち上がった。セルビア公が支援を拒否したこと、地方役人が改革履行を約束し
たため反乱は終息したが、約束が実現されなかったことから 1836 年、37 年と再度反乱が起こ
され、36 年の反乱には数 1,000 人の農民が参加した。
　オスマン政府は、エジプト事件後に列強の圧力を受けてついに改革に乗り出し、1839 年に
ギュルハネ勅令 32 を発布した。しかし 41 年には勅令で約束された土地改革が行なわれないこ
とに対し、ニッシュ県で反乱が起きた。ヨヴァノヴィチ（Йованович, М.）の部隊は 1,000
人、レスコヴァッツでは 5,000 人以上の農民が立ち上がった。これに対しオスマン側は正規軍








































1690 年の勅令でカトリック教会の優位な立場が保証され、さらに 1740 年のフランスとのキャ
ピチュレーションによって、カトリック教会にはスルタンから多くの特権が付与されていた。
しかし 18 世紀末以降、フランス革命による混乱で聖地におけるカトリック教会の優位な立場


















































　1853 年 2 月 28 日、ニコライ 1 世の個人的特使という立場でメンシコフ（Меншиков, А. С.）
はイスタンブルに到着した。彼がオスマン政府に提示したロシアの要求は以下の内容であっ
た。①聖地管理問題の交渉から外相ファド・パシャ（Fuad Pasha）を外す。②聖地における




の積極的な支援を受けて引き延ばし戦術に出た。5 月 5 日メンシコフは、オスマン帝国内の正














16 日、レシド・パシャはロシアの要求を最終的に拒否し、28 日、ニコライ 1 世は両公国への












　7 月 3 日、フランツ・ヨーゼフは副官をペテルブルクに送り、両公国占領の期間を限定す










が引き起こされた。開戦に備えてイギリスは 9 月 23 日、ベシカ湾の地中海艦隊をイスタンブ




るオスマン政府からの最後通牒を、ロシアが受け取ったのは 10 月 10 日であった。ロシアは
要求に応じず、10 月 23 日、ついにオスマン帝国はロシアに宣戦布告した。
　開戦当初は、列強の調停で戦争は短期で終結するという期待がロシア、オスマン帝国双方
− 92 −
にあった。11 月 29 日、ネッセルロードはペテルブルクのフランス大使に、イギリス、フラン
ス、オーストリア、プロイセンの 4 国による調停を受け入れる用意があることを伝えている。















　1 月 20 日、事態を打開するためブオルはウィーン駐在のイギリス、フランス、プロイセン
の大使と共に、講和会議の招集とドナウ両公国からのロシア軍の撤退をロシアに提案した。
しかしロシアは、両公国からの撤退は講和の結果であり前提ではないとしてこの提案を拒絶。
























世はついにフリードリッヒ・ウィルヘルム 4 世（Freidrich Wilhelm Ⅳ在位 1840−61）の助言
を受け入れ、オーストリアが英仏軍の両公国侵入を阻止することに賭けて、不本意ながら撤
























　一方ロシアでは 3 月 5 日にニコライ 1 世が逝去し、アレクサンドル 2 世（АлександрⅡ
在位 1855−81）が帝位についた。新帝が速やかに戦局を結ぶことを望んだことから、3 月 15
日、ウィーンで講和談判が始まった。上記 4 項目のうち第 1､ 第 2 項目についてはロシアとの
間に即座に合意がなされたが、第 3 項目の黒海の中立化と黒海におけるロシアの軍艦数の制
限については合意に至ることができず、談判は 6 月に暗礁に乗り上げてしまった。このため




に若干の修正を求め、修正は受け入れられた。12 月 28 日、オーストリアは同議定書を最後通
牒としてロシアへ提示した。翌 56 年 1 月 5 日、ロシアは議定書の受諾をオーストリアへ伝え
たものの、領土の割譲に関しては拒否を表明した。1 月 12 日、これを受けてオーストリアは
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運んでいたギリシア船を撃沈した。イギリス ､ フランスが参戦した後、1854 年 5 月になると








　1853 年 7 月にロシア軍による占領が始まったドナウ両公国では、ロシアが両国の公にオス
マン政府との関係断絶を求めた。しかし二人の公はオスマン政府の指示に従い、一時的に公
位を離れてウィーンに逃れた。53 年から 54 年春にかけてロシア軍とオスマン軍はドナウ河岸
で戦闘を交えたが、この機に乗じてオルテニアでは 1848 年革命の活動家の指導下に農民が蜂
起した。しかし 54 年 7 月、ロシア軍が撤退を開始し、オーストリア軍 ､ オスマン軍の占領に




























































ウ川を渡れば、ブルガリアで自然発生的な蜂起が起こると確信していた 50。開戦前の 1853 年






















　1854 年 3 月、ロシア軍はブルガリア西部でドナウを渡る当初の計画を変更し、東部から渡
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